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ぐ川亂 簡瀬）　ぺ 昌 シ リ ン 生 j藍歯株 Peni（tillium丿の歯蓋 に闘する磅究
・
（鎗1報） （231）

ペ ニ シ リン 生産菌株 Penicilliumの 菌蓋 に

關する研究 （第 1 報）

　菌蓋 の 成分並 に 菌蓋 の 鹽酸に依 る 加水分 解に 就て

川野 義男 。 聞瀬 泰 男

　 （東洋釀造 株 式．會沚研 究 所 ）

（A ） 菌蓋成分に就て

　所謂カ ビ の 成分 に就 て は 次 の研究が あ る．

　廓生氏（1）は 麹菌胞子 の 一般成分に就 て研究 しレ シ チ ン
，

マ ン ニ ツ ト， ト レ ハ ロ　・一ズ ．グ リ コ ー

ゲ ン の 存在 を證明 し，

ヘ マ ト冖ゲ ン 類似物質を得て ゐ る．キ チ ン 質は證明出來な か っ た ．

　山 ロ 氏
｛2）は P、glaucum 中に ス テ リ ン の 存在を證明 し ヂ ア ミ ノ

，　モ ノ フ オ ス フ ア チ　・一ド は 存

在 し，
レ シ シ チ ン の存在は 證明出來なか つ た．叉 ト リ ア ミ ノ

，
モ ノ フ ォ ス フ ァ チ p ド及び マ ン nt

ツ ト の 存在 を
．
證明 した．其分解物中よ り多數の ア ミ ノ酸を分離 した が チ ロ ジ シ

， シ ス チ ン の證 明

は 出來なか っ た．」（　， ＝ ク レ イ ン 酸 を分離 し其分解物 よ b蓚酸，
レ ヴ ユ リン 酸 ， グ ア ニ ン ， キ サ

ン チ ン
，

ア デ ＝ ン
，

ヒ ボ キ サ ソ チ ン の 存在 を證明 した ．

　鷲見氏（3）は 麹菌胞子の 成分を研究し レ シ チ ン
，

ス

テリ ン
，

マ ン ニ ツ ト
，

ベ タ イ．ン ，
ス タ ヒ ド リ

L

ン
， 尿酸，

キ チ ン を分離 し， 各種 の酵素類に就 て 試驗 した．

　高田博士
（4）は麹菌 々 絲 1こ關する廣範 に して 詳細 なる研究 を行ひ特殊成分として ＝ ＝ L ク v イン 酸 ，

キ サ ン チ ン
， グ ル コ ザ ミ ン

，
マ ン ナ ン

， 三種 の フ オ ス フ ア チ 厂 ド，
ヒ ポ キ サ ン チ ン

，
ア デ ニ ン

，

ヒ ス チ ヂ ン
，

ペ タ イ ン
，

ス タ ヒ ド リ ン
，

叉 炭水化物 と して マ ン ニ ツ ト
， グ ル コ ーズ

， ト レ ハ ロ　r 一

ズ
， グ リコ 冖ゲ ン ，ア ミ ロ Oj ，キ チ ン 等を分離 しOJ％ NaOH 浸 出液 よ b　一一Ptの グ ル コ ーズ フ

オ ス フ オ プ ロ テ イ ン を證明 された．

　林浩植氏（「’）
は 麹菌の含窒素化合物 に 就て研究 し無機窒 素化合物 を含有する合成培地 に麹菌の 微

量を移植培養 して得 た る菌體よ リア ン モ ニ ア
，

ア ル キ ル ア ミ ン
，

ア デ ニ ン
，

ヒ ボ キ サ ン チ v ，
ヒ

ス チヂ ン ， ア ル ギ ＝ ン
，

ベ タ イ ン
，

ス タ ヒ ド リ ン
，

モ ノ ア ミ ノ ・ モ ノ フ オ ス フ ア チ F ド及 びヂ ア

ミ ノ。 モ ノ フ オ ス フ ア チ ー ド を分離 し蛋 白質の 存在 を認 め た ．

　西名氏
（6）

は麹菌を通氣培養 した る場合 の菌絲 の域分 を研究し隷置培養の もの と比 較， グ リ コ ’ ，

ゲ ン i マ ン 』 ツ ト及びキ チ ン 等の 定量 を行 っ た。　 、

　高橋氏 の は麹菌中枸櫞酸生産株の 菌蓋 の エ ー テ ル 浸出物 よ リス テ ・ 一ル を分離 した ．

　最近 に至 り井上氏
〔S）は ぺ 昌 シ リジ生産菌株の 菌蓋の 成分 として マ ン ナ ン

，
エ ル ゴ ス テ ロ ール 及

び マ ン ＝ ツ トの存在 を證明され た．

　以 上 に見 られ る 如 く penicilliumの 菌蓋に就て は 未だ 詳細な る研究は 見當 らな い ．著者は上記

各氏 の研究を參考 としべ ； シ リ ン 製遭 の 際副生 する菌蓋 の成分並に其利用 1こ就 て研 究 しっ っ あ b
未だ完結して ゐ な い の で あ る が之迄に行 つ 辷含窒素成分の 一部に就 て 報告す る．

’

實驗 I　NRRL 　1978B2菌培養 菌蓋 の成 分

　t．試料の調製 ：培養液は Stone　Farrell増 地其儘に して ペ プ ト ン 並 に フ エ ニ ル 醋 酸は使用せ

S’・（成分獣 の 如 くで あん h
照 ・P・ 4％ ・

NH ・・NO ・O・5・
　AT・NO ・O・S・ 氷醋酸D5

・ MgSO 垂・α025
，
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（232） （川野， 間瀬）　・〈　＝シ リ ン 生産菌株 Penicilliumの菌蓋 に 關す る研 究 （鎗1報）

FeSO．1，
0．02，

　 Zn904
，
0．004，　 CuSO4

，
0．0005，

　 pH を KOH で 6．1に修正 して 殺菌 す る）此培地

を250cρ．宛四含瓶に入れ綿栓 を施 し毎 日 1時閭宛2 日間間歇殺菌を行ひ麹 ヱ キ ス 寒天斜面 に培養 し

た B・2菌 を夫 々 二 白金耳宛接種 し23℃ で 9日聞培養し た．

　培養絡了後菌蓋 を濾別し數回洗滌し て 各漑毎 に豫 め秤量せ る 磁製蒸發皿 に 入 れ 105℃ で 約10

時間乾燥 ， 秤量後之 を秤量瓶 に移 し更に 105℃ で 恒量に な る まで乾燥す る． 之よ り各瓶毎の菌蓋

生成量を算出した ．此菌蓋全部 を合併して 分析 に 供した．

．2．分析方法 ： 窒素の分別定量は Van 　Slyke 法に依 b　TryptOphane及び Tyrosineは Felin・　
’

及 び Marenzi の 比色法 に依 り行 つ た．

　 3．結果 ： 次の 如 くで あ る．

鋳羲「
− nyrl

．aji
菌蓋敦量（1瓶當 b）
Total−NNH3

−NHnmin
−’N

　 HClinsol−N

　 AIko1量insol−N

Diaminρ
一N

　 NHrN

　 nonNH2
−−N

　Arg量nine −N

　Cyst量ロ e
−N

ヒ

1．7355
．9120

．8810
．7980
．6740

．1241

．1690

．4590
、7100

．3340

．063

100．014

．913

．511
．4

　 2．119
．7

　 7．7t2
．0

　 5．6

　 1．1

Hi5tidne−N 0．68911 ．6

Lysine−N 0．08＆ 1．4

Monoamino −N 2．〜尠450 ，6

NH2 −N 2．6584 ら9

nonNH2
−N 0．3365 ．7

丶
Total−N 5．84298 ．7

protein
−N 　 4．762ρ 80．6

Tyrosi皿 e 1．269

Trypptopha 皿 e 0．478L
畳 Total　Sロgar 2L74D　　　　　「

（Total　Sugar は Glucoseとし て 示 す）

　一般成分 に就℃は 鹽酸分解に關す る實驗 の項 で 示 す．叉菌蓋の 牧量は培養液250ce．よ り得た る

gr・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

　ア ン モ a ア 態窒素が著 し く多 い ．之 はグ ル ク ミ ン
，

ア ス パ ラ ギ ン が相當存在 する と も考へ られ

る が寧ろ キ チ ン よ b來 る グ ル コ サ ミ ン 叉は 其他の ア ミ ン 類 に原因す るの では な い か と考へ る．叉

鹽酸不溶性 N が相 當多 い の も之 が爲 め で は ない か と思 ふ ．

　ヂア ミ ノ 態及び モ ノ ア ミ ノ態窒素は共｝．：他の動植物蛋白 に比 して 畿分低 い ．特 に ア ル ギ ＝ ン 窒

窒 ， リヂ ン 窒素は相當低 い 結果 を示 す．

　チ ロ ジン 及 b
’
リ プ ト プ ア ン は 餘り多 い 方で は な い ．

　　　　　　　　　　 實驗 旺　 深 部培養 よ り得 た る菌絲 の 成分

　斯謂 タ ン ク 培養よ りの 菌絲の 成分に就て 記述す る，

　試料 ： 墸地 は C 増地 （成分 ； Lactose　3％ peptone　20．　NaNO30 ．16，　KH2PQt ，
　O．26，　MgSO ．s ，

O；05， ZuSO4
，

0．002，　pH5 ．6〜 5．8）に し て 78時間タ ン ク に て通氣培養 し，
フ ヰ ル タ ープ レ ス に て

濾別した もの で 淡黄白色に して パ ル プ形こに して 芳香を有 す る． 天 日乾燥後約菊 ℃ で 3時間乾燥 ，

粉碎して 分析に供す．

　分析結果 ： 分析方法は實驗 1に同 じ．

　（イ ） 一 般 成 分 ：

水 分 wtOSt　1灰 到 鰹 素 蛋 白鰹 棄

無水 物 10D分申

88191325014538 ．4959316510713 61706
，76

　含窒 素物中大部分 が蛋

白質窒素 とレて測定 され

たが 澱粉價が 無水 物 中

14．53％rも含有 し て ゐ る
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か ら其含窒素物中に は 相當量の キ チ ン が存在す る もの と思 ふ．稍酸態窒素は測建出來 なか つ た．

　（ロ ） 各種溶齊璢に依 る含窒素物 の 抽出
’

試料 ・・  中1讐甃
水 溶 性 N 3．990 6129

10％齎・ GI溶 性
一N 0．504 7．74

80％ エ タ ノ ール 溶性
一N 0，28D 4，30

α2％NaOH 溶性
一N 0．420 6．45

以上 に 不溶性
一N 1．316 20．21

　以上 に依 ．b含窒素成分の大 部分が

水 溶性窒素で ある事が分 る．叉 四種

の 溶劑に 不溶の 窒素が比 較的多い の

は キ チ ン 質に 由來する もの と思ふ ．

　（ハ ） van 　Slyke 法 に 依る蛋白質

　　　　の分析

　van 　Slyke 津に依 り蛋自質 の 分

析を行 つ た の に 次 の 如 くで あつ た．

1葦料 1°°91
靉 髪 語

料 °゚gl
錺書髭

Total−N 6．510 ， 100、0Arginine −N 0．3445 ．28

NH3 −N 1．02315 ．71C アgtine
−N 0．0娼 0．66

Humin −N 　 ・ 0，87713 ．47Histidine −N 0，4597 ．05
HCIInsoレ N 0，3525 ．401 ・ysine−N ，0．3595 ．51

alkali 　insol−N 0．5258 ．06Mon ・ a頗 n ・ 脳 3．3555L53

Diamino −N 1．20518 ．51NH2 −N 279D42 ．84
NHrN 0．6419 ．84110nNH2 −N 0．5658 ．67

no ロ NH ガ N 0．5648 ．66Total −N 6．46099 ．23

以上に依 b大體 に於 て B ．2菌 と同樣 な結果を得 た．

實驗豆　菌蓋 中水溶性 高級含窒素物 の 分 別

　高級含窒素成分の 分割定量は極 めて 困難 に して 現在の所正確 な る方法は 見 當 らな い ．之迄 に發

表 さ れ て ゐ る方法 の 内 Wasten兮ys，　Borsook 兩氏 （o）の方法 ， 及 び K ，Myrbick ，　S．rlfyrback兩
氏 （10）の方法が比較的此 目的に 邁す る と考 へ るが 著者 は M アrb 歯 k の 方法 に依 り菌蓋の水階 性 N

の 分別定章犂行っ た．

　賢驗方法 ： 試料 1091二蒸溜水 100cc．を加 へ 時 k 振盪 しなが ら室温で 3時間放置 し濾過す る． 其

濾ta25cc・に H2SQt を加 へ pH1 ・》2に な し MgSO4 を飽和 せ しめ 24時間放置後沈澱 を濾別す る．

沈澱は H2SOd に て 酸性に なした る MgSo ．i の 飽和溶液 に て洗滌 ， 乾燥後 Kjeldahl法で N を

測定す る．之を純蛋白質區分 とす る．

　次 に共濾 液に Hg （leを加 へ て飽和マしめ48時聞放置 生成せ る沈澱 を前記 と同樣 に濾別 ，　Hg （12

飽和溶液 で洗滌 して N を測 定す る． 之 を遞化蛋 白質匿分 とす． 退化蛋 白質 を濾別 した液に 醋酸
ウ ラ ニ ウ ム を加 へ て飽和 せ しめ 48時間放置後生成せ る沈澱 を濾別 し其 N を測定ずる．之 をペ ナト

ン 質區分 とす．上 記 3種 の N の 合計 を全窒素よ り控除 した もの をア ミ

「
ノ 酸 E 分 とす．

　使用菌蓋 の N は 次 の 如 くで あ る．

　 タ ン ク 培養菌蓋旨6・510％　　表 面培養菌蓋＝5．430％

　實驗結果 ： 次の如 くで ある．

　上記方法 は どの 程度信用 して い い か分 らない が 水溶性 N の 中純蛋 白質區 は ク ン ク培養の 9．87

％ に對 して 表面培養の 夫 は 15．20％ で あ る．退化蛋 白質は 兩者共1二僅少 で 3．50％ ，
2．76％ で あ る。

ペ プ トン 質 は タ ン ク培養の 11％ に對 して表面培 養は 2ヰ．4％ で 2倍以上 で ある．

　徇ア ミ ノ酸區がタ ン ク壻養に於て 46・47％ ， 表面培 養に於て 21：91％ で 相當多い 結果 を與 へ て ゐ

N 工工
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（234） （川野， 間瀬）　ぺ 昌シ リン 生産菌株 Penici．Uipm の菌蓋 に關す る研究 （第1報）

M

鶤

蕪

犖
爨

漿

墾

るが果し て之が ア ミ ノ 酸か ど うか 疑問で あ る．三 鹽化 醋酸を加ふ れ ば白

．色の 沈澱 を相當生成す るを以 て水1容距 N には可 なりの ア ル ブ ミ ン 其他

の高級含窒素物を含有して ゐ る こ とが考 へ られ る．

　　　　 實 驗IV　菌蓋 よ り Glucosamjne鹽酸鹽 の 分離

　 粉碎 した菌葦に5％鹽酸を加 へ で室盗 に 昭 晩放磴後濾過 し 其殘渣 に 濃

鹽酸を4倍加 へ て油浴 中で 6時間加水 分解 して 不溶 性物 ほ濾別 し， 活性炭

素を加 へ て濾 過後減壓に て濃縮 し ，
シ ラ ツ プ状 に な し冷藏庫 中に放 罩す

れば結晶が析出する を以て之 をグ ラ ス フ ヰ ル タ ーで 濾過 し少 量の氷冷濃

・鹽酸で 洗滌す る．之 を80％ エ タ ノ ール で 再結晶して 分析に 供した．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

軟量（％）　　 N％

表 面 培 養 菌蓋

タ ン ク培養菌蓋

O
尸
03ウ酎

Ci％ i理 論 値

6．33　　　　　　16．61

6．39　　　　　16．80N

＝＝6．4b6％
C【＝ 16．47％

鰲

÷
趣

筆
⊥

°

詐

圏

誕

但

晒、

謬

　以 上何 れ も フ エ ー リ ン グ液を強 く還元 す る．

　以上 の如 く菌蓋 の鹽酸加水分解 に 依 り得 た る結 晶は大體に 於て Gk 、c ・

osamine 鹽酸鹽に
一
致す る之 よ り菌蓋 に は相當量の キ チ ン 質 を含有 し て　　　　　　し

ゐ る こ とが推i定出來る．

要 旨

　　4 蠶
　　 貍 ＿：一

　　讐槿碼

　　。 黶　　

　　　輝　　

　　　晶　
　　　 梱　　

相當多量の純蛋 白質を含有 して ゐ る．然 して 水溶性窒素 の共大部分が ア ミ ノ酸區 を示 して ゐ る が

果 して そ うか疑 問で あ る．

　5．．菌蓋 を鹽酸で加水分解して G｝UCosamine 鹽酸鹽を身離證明 し7t．

　以上 NRRL 　1978B2 の 表面培 養及び Wis．Q・176の タ ン ク の 培養よ り

得 た る菌蓋 の 分析 を行ひ 次 の結果 を得た ，

　 1．
’
van 　Slyke 法 に 依 る蛋 白質の 分析結果は 兩 者共大 體同樣 な結果を

示した．即ちア ン モ ＝ ア 態 N は 全窒素に對 して約 15％ ，
フ ミ ン 態

一N は

約 13％ で 他の 蛋 白質源 に 比 べ て 多 い ． 叉 Dia 皿 ino−・N 及 び Monoami ・

no −N は 他の 動植物蛋白質 よ り幾分低 い ．

　2・Tyrosine 及 び TryRto1）haneの 含有量 も兩者共大體似て 居 り Tアr・

o ・ine は約 1．2％ ，
　 Tryptephaneは 約05 ％ を示 した ．

　3・ タ ン ク培養の 菌蓋 は水熔性・N が大部分で 61：29％ ， 10％ NaCI
，

80

％ エ タ ノ ール ，
0．2％ NaOH 可溶性一N は夫 々 10％以下 で あ b．以 上 に不

溶性適 が約20％ で あ る．之 は主 として キ チ ン 質に由來す る もの ど考 へ

弓・

　4．水溶 性
・N の 高級含窒素物を Myrbtiek 　IEの 方法で 分析 を行っ たが

（B ） 菌藍の 鹽酸に依 る加永分解 に就て

．表面培聲法並 に ク ン ク培養法 に依 リペ ニ シ リ ン を製造 す る場合相當量の 菌蓋 が 出來 る．從來は

全部廢棄す るか 肥料 に して ゐた の で あ る．一之迄 の研 究に依れば絲妝菌の 菌蓋中に は 相當量の 含窒

素物 ， 脂肪樣物質其他多數の 微量成分 を含有 して ゐ る こ とは 明 らか で ある．

著 者は菌蓋中の 含窒素成分を利用 した い 考へ か ら先す 鹽酸に依 る加水分解 の試驗を行 つ た．以
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下之 に就て 記逑す る．省菌蓋を酸で 加水 分解した場合生成す るア ミ ノ 酸の 種類等に就て は今後の

研究 に 讓 る．

　試料： 當瓧 ペ ニ シ IJ
’
ン 工 場 よ b探取 した る Q−176の 表面培養 よ b得 た る菌蓋 で 風乾して 使用す

．

る．r 般成分 は次の 如 くで ある．

　　　　全窒素＝ 5143　　　 ta粉價・＝15．27　　　 灰 分 ＝6．024

　　　　水 　分 ＝ 13，66　　　 粗脂肪 冒 4．39　　　 P・20s ＝　1．534

　（澱粉價は澱 粉測定 と同樣 な操作 で行 つ た 勿論澱粉 で は な い が便宜上 澱粉 として表 は した）．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 J

　含窒素成分の溶鯏 に依 る抽出試驗は次 の 如 くで あ る．

　　　　水 ￥容性
一N ＝3．64　　　 10％NaCl 溶性

一N ＝＝・O．21　　　 80％ ア ル コ ール 溶性
一・N ＝O，33

　　　
』
0．2％NaOH 溶性

」N ＝O．45　　 以上 に 不溶性
一N 置0．80

　以上の如 く大部分 は zk溶性一N で ある．

　實驗方法 ： 上 記試料35，79 を50cc．宛試驗管に 探 b之 に攝取 15cc．を加 へ 試驗管の 口部に 長 さ約

1米の 磆子管を挿入 し之 を120°〜 125℃ の 油浴中で 加水分解し た ．

　 ‘　　試料探取量 ＝ 3，5，79　　 鹽酸濃度＝5，10，15，20％　　　加 水 分解時間＝0・5
，
1，2，4，8，15時間

　分解絡了後小型定量濾紙 に移 して IOOcc
°
メ ス フ ラ ス コ に濾 入 し充 分水洗後 100ぐc．になす．殘渣

は濾紙 と共 に キ ール グ ・一法 に依 り窒素を測 b之 を鹽酸不溶性窒素 と なす．濾液5cc．に つ き全窒素

を測定 50cc．に就 て フ ミ シ
・N ，　NH3 −N ，及 び NH2 −N ．を常法 に依 り測定 する

，

　實驗結果 ： 次の如 くで あ る．

　以上凡て の 場合 を逋 じて 可溶性・N は 分解2時間後 に 於 て 15時間分解 の 時 の 値 の約90％ に 逹 し，

其後の 増加は極 め て 徐 々 で あ る．NHL ，
tN

も2時間迄は急激 に増加す るが その後に於 て も獪更 に

20・− 30％ の檜加を示 す．NH3 −N は何れ の場合 に於 て も約 1時聞の 分解で 略 一定 に な る． ア ル カ

リ不溶一N は絡始著 しい變化 は な い ．HC1 不溶
・N は 可溶性・N と對 照的 な曲線 を辿 る．

　試料 39 の場合に於ける t5時間後の 各値は TN ．に對 して

　　　　可 溶性
一N ：　　　 HCI5％ の とき　87％ 　　　HC120％の

’
と き　92％

　　　　　NH2 −N ：　　　　　　〃　　　　 ．40％　　　　　　〃　　　　　 50％

　　　　　N正［s
−N ：　　　　　　　　　〃　　　　　　12．5％　　　　　　　　　r／　　　　　　　15。4％

　家 に H 〔1 の 濃度を5％ に保ち試料 を 3， 5，ヤ9 と變化 させ た ときを見 る と15時問分解後 に於て可

溶性・N は
「rN ．に對 して 39 ＝ 87．5％ ，

79 ＝ 83．8％ に して共間 に大な る變化は認め られな い ．

　全 般を通 じて試料 の 濃鹿が大 な るに從 つ て分解 は順次悪 くな b．IICI の 濃度の大 な る程 分 解

は 郎 な苓・

要 旨

翫 ぺ ・ シ リ 江 場 鯲 で製造 中の ペ ニ シ リ ン の副産物で あ 磯 蓋の 乾喇勿に就 き攝取に依 る

赫 分轍 驗を行獄 の 結果幽 た．

　1．可溶性一N は 約2時間 の加水分解で 略一定 に達 し之 以後の 増加 は極 め て 徐 々 で あ る． 之 は鹽

酸の 濃度並 に 試料 の 濃度に依 り大 差 は な い ．

　2．NH2 −N は約2時聞の分解で 大 體
一定に な る が水溶性・N 程 で もない ，然 し一般 1こINH2−N の

生成割旬ま他 の蛋 白質に 比較 して 悪い ．之は菌蓋中の 含窒素物は純 蛋白質の み で な くキ チ ン の 如

き もの を含有 して ゐ る事を示 し て ゐ る．

　3．NH2 −N は 加水分解開始後30分 に して略 「
・定 に 逹す其生威割合は最大全 窒素に對 しt 約 1．5

％で他の 蛋 白質に比較 して 畿分多い．
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4．攝取不溶性一N も他の 蛋白質に 比 べ て 可 な り多い ．然し鹽酸の濃度が大な る に從つ て 減少す

る．試料の 濃度が大 になれ ば不溶性・N は順家増大す る。

　 此研究を發表 する に あた b京大欷授高 田博士 の 御校閲を賜 つ た．茲 に 厚 く感謝 の 意を表 す，叉此發表 を許
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